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藤
井
寺
市
は
、
現
在
6
万
人
以
上
の
人
々

が
暮
ら
し
て
お
り
、
多
く
の
住
宅
が
建
ち
並

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
村
で
あ
っ
た
時

代
の
街
並
み
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
場
所
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
、
宅
地

開
発
で
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
住
宅
地
も
あ
り

ま
す
。
現
在
の
藤
井
寺
市
で
は
、
特
色
の
あ

る
新
旧
さ
ま
ざ
ま
な
ま
街
並
み
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市
域
で
宅
地
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
の
事
例

と
し
て
、
昭
和
2（
1
9
2
7
）年
3
月
に
分

譲
が
開
始
さ
れ
た
藤
井
寺
経
営
地
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
経
営
地
と
は
、
現
在
の

ニュ
ー
タ
ウ
ン
の
小
型
版
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

大
正
12（
1
9
2
3
）年
に
大
阪
鉄
道
の
道

明
寺
・
大
阪
天
王
寺
間
が
開
通
し
、
市
域
に

は
道
明
寺
駅
の
他
に
、
藤
井
寺
駅
と
土
師
ノ

里
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。
藤
井
寺
経
営
地
は
、

大
阪
鉄
道
に
よ
り
、
藤
井
寺
駅
の
南
側
に
新

た
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
同
時
期

に
大
阪
鉄
道
が
宅
地
開
発
し
た
住
宅
地
と
し

て
は
、
他
に
、
恵
我
之
荘
経
営
地（
大
正
13

（
1
9
2
4
）年
12
月
）、
矢
田
経
営
地（
昭
和
２

（
1
9
2
7
）
年
２
月
、
白は

く
ち
ょ
う
え
ん

鳥
園
経
営
地
（
昭

和
2（
1
9
2
7
）年
3
月
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
藤
井
寺
経
営
地
の
宅
地
開
発

に
は
、
大お

お
や
れ
い
じ
ょ
う

屋
霊
城
と
い
う
人
物
が
関
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
大
屋
霊
城
さ
ん
は
、
都
市
で
の
公

園
や
緑
地
の
必
要
性
を
説
い
た
造
園
家
で
、

理
想
の
都
市
と
し
て
、
花か

え
ん苑
都
市
と
い
う
考

え
を
提
唱
し
た
理
論
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
屋
さ
ん
の
言
う
花
苑
都
市
と
は
、
都
市
の

便
利
さ
と
農
村
の
快
適
さ
、
双
方
の
良
い
と

こ
ろ
を
あ
わ
せ
持
っ
た
都
市
の
こ
と
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
大
屋
さ
ん
は
、

大
阪
鉄
道
の
藤
井
寺
経
営
地
建
設
に
あ
た

り
、
そ
の
設
計
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
大
正
15（
1
9
2
6
）年
に「
二
つ
の

花
苑
都
市
建
設
に
つ
い
て
」と
い
う
論
文
も
記

し
た
大
屋
さ
ん
は
、
藤
井
寺
経
営
地
で
花
苑

都
市
の
構
想
を
実
践
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。で

は
藤
井
寺
経
営
地
と
は
、
実
際
に
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『
大だ

い
て
つ
ぜ
ん
し

鉄
全
史
』に
よ
る
と
、
そ
の
敷
地
は
約

35
万
９
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
広
大
な

も
の
で
し
た
。
藤
井
寺
駅
か
ら
幅
約

1
4
.
5
メ
ー
ト
ル
の
幹
線
道
路
を
敷
き
、

そ
の
車
道
と
歩
道
と
の
間
に
は
街
路
樹
と
し

て
イ
チ
ョ
ウ
を
植
栽
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
て
、
幅
約
5.5
か

ら
9
メ
ー
ト
ル
の
道
路
が
放
射
線
状
ま
た
は

方
形
に
整
然
と
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
上
下
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水
道
が
完
備
さ
れ
、
電
燈
、
電
話
、
売
店
、

旅
館
、
幼
稚
園
な
ど
の
諸
施
設
も
整
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、球
場
と
教
材
園
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
球
場
と
教
材
園
に
つ
い
て
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
藤
井
寺
球
場
は
、
昭

和
3（
1
9
2
8
）年
5
月
25
日
に
完
成
し
ま

し
た
。
大
阪
鉄
道
は
、
旅
客
を
ふ
や
す
方
策

と
し
て
、
沿
線
の
新
た
な
娯
楽
施
設
で
あ
る

野
球
場
を
建
設
し
た
の
で
す
。
開
場
し
た
藤

井
寺
球
場
で
は
、
昭
和
6（
1
9
3
1
）年
に

は
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
の
大
阪
府

予
選
の
会
場
の
一
つ
と
な
る
な
ど
、
各
種
大

会
な
ど
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
藤
井
寺
教
材
園
は
、
球
場
の
南
隣
接

地
に
、
昭
和
3（
1
9
2
8
）年
5
月
末
に
開
設

し
ま
し
た
。
大
屋
霊
城
さ
ん
の
設
計
に
よ
る
も

の
で
、
敷
地
面
積
は
約
7
万
２
千
平
方
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
大
阪
府
下
の
小
学
校
・
中
等
学
校
の

児
童
・
生
徒
の
自
然
科
学
研
究
・
観
察
の
た
め

の
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

し
た
。
教
材
園
の
中
央
部
に
は
自
然
の
松
林

を
取
り
入
れ
、
周
辺
に
水
中
動
植
物
養
殖
池

を
巡
ら
せ
、
随
所
に
果
樹
園
、
蔬そ

さ
い
え
ん

菜
園
、
樹

木
見
本
園
、
草そ

う
き
え
ん

卉
園
、
運
動
場
、
温
室
、
学

校
専
用
実
習
地
な
ど
を
配
し
て
い
ま
し
た
。

大
阪
市
内
の
学
校
120
校
に
教
材
を
提
供
し
、

多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

藤
井
寺
球
場
、
藤
井
寺
教
材
園
は
今
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
幹
線
道
路
な
ど
、
藤
井
寺
経
営

地
の
街
並
み
は
、現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　
新
開　
義
夫
）

▲藤井寺経営地周辺の現状（赤線内が藤井
寺経営地推定範囲、令和5年11月撮影）

▲藤井寺経営地（『大鉄全史』より）


